
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すごい！ 

難しい所は、お友だちが教えてくれる姿も…(^^♪ 

２．折り紙で桜を折りたい！ 

らいおんだより 
令和６年度 第１号 

☆らいおん組になり、「はっけん」という言葉を

合言葉に、自分たちで見つけたことに興味をも

って調べたり、遊びにつなげたりして、遊びを

子ども達で広げていけるようになって欲しい

と思っています。 

３．実際に桜を見て、観察したことを 

伸び伸びと絵に描いている子ども達です。 

１ 

２ 

３ 

中が黄色いよ。花びら５枚だ！ 

１．桜を見つけて、花びらの

中まで観察中！ 

らいおん組になって早２か月。園内のごみ集めや小さい子のお世話、お布団運びなど、こども園の 

お兄さん・お姉さんとして様々な場面で活躍してくれている子ども達です。年長組となった嬉しさを

自信につなげ、一人ひとりが安心して、そして自信をもって小学校への入学を迎えられるよう、保護

者の皆様のご協力をいただきながら一日一日を大切に過ごし、子ども達と準備していきたいと思って

います。 

 至らない点も多々あるかと思いますが、いろいろ経験をして心も体も大きく成長していけるように

一生懸命頑張りますので、一年間どうぞよろしくお願いいたします。 

☆今回感じたのは、“話し合う”前に大事なのは“友達の声を聴く”

ということ。これから普段の生活の中でも周りの声に耳を傾け、

『僕（私）はこう思うけど、お友達はどうかな？』と気付いていけ

るようにしていきたいと思います。そして、お互いの気持ちに気付

いたり譲ったりしながら、“お友だちっていいな”と思える経験を

たくさんしてほしいと思っています。 

いっぱい空にあるんだね！ 
みんなが“はっけん”した

惑星や星座を絵に描いて

興味をもったらいおん組。

セーレンプラネットでは 

たくさんの“はっけん”を 

して大喜び！ 
惑星って、地球もある！ 

木星、土星… 

みんなで惑星や星について

調べて、“はっけん”したこ

とを絵に描いてみました 

４月、みんなで上げたこいのぼりを見て、『らいおん組でも大きなこいのぼり

を作ろう！』ということになり、手型でうろこを作り、あとはビニールの土台

に貼って完成というところまできました。そこで…“最後の仕上げは子ども達

に任せてみよう”とこいのぼりを広げてみました。 

こいのぼり作り ～“話し合う”ってむずかしい…！～ 

保育者が“助け舟を出さないといけ 

ないかな…”と思ったその時！A 君 

が『みんなで貼ろうよ！』と発言し 

てくれたのをきっかけに、みんなが 

動き出しました。でも、みんなが 

それぞれに動いたり発言したりして 

いて、せっかくのいい発言も共有で 

きません。とは言え今回は初めての経験。助け舟を出しながら、子ども達から出

た言葉が形となり、らいおん組のこいのぼりは無事にできあがったのでした  

誰も発言しないまま静かな時間が過ぎていきます… 



 


